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ウェブとメールで発行報告

前回に「Mobile IPv6はまもなくRFCに

なる」と紹介したが、なかなかRFCになっ

たというアナウンスがないのでやきもきし

ている。気になって、RFCになるのを待っ

ているインターネットドラフトのリストと状

況を示した「RFC Queue」のウェブペー

ジ を見たところ、7月17日付けでド

ラフト24が受け付けられているようなの

で、あとは時間の問題であると思い、一安

心したところである（図1）。まあ、Queue

に入っても差し戻しということはあるので

予断はできないが……。

RFC Queueの各文書は図1のように

登録される。これらの文書は、種類別に

分類されて並べられている。その種類は、

IABドキュメント（IABが作成したドキュメン

ト）や、WG（ワーキンググループ）が作成

している標準化トラックに乗っているRFC

文書、WG以外が作成している標準化ト

ラックに乗っているRFC文書、WGが作

成している標準化トラック以外のRFC文

書（Informational Experimental、BCP）、

WG以外が作成している標準化トラック以

外のRFC文書、RFC Editorのチェックを

受けている独立登録された文書がある。

また、それぞれの種類の中では登録順に

文書が並べられている。

というわけで、今回は最新のRFCを眺

めて見ることにしたい。新しいRFCが発行

されるとIETFのホームページに掲載され

るだけでなく、IETF-Announceメーリング

リストに図2に示すようなメールが送られて

くる。この例は、「RFC3593」のアナウンス

メールである。「RFC2493」を置き換える

RFCであり、「AToM MIB WG」の成果で

あることなどが書かれている。またこの

RFCは「Draft Standard」という状態であ

り、「draft-ietf-atommib-rfc2493bis-01.txt」

をベースにしていることなどがわかる。

RFC番号の謎

なお、RFC3593とRFC2493のRFC番

号の下2桁が同じなのは、関連するRFC

を覚えやすくするために番号割り当ての際

に意図的に行っているようである。実は、

RFC INDEX を見ると、2003年 9

月8日時点でRFC3588からRFC3590ま

ではまだ発行されていない。RFCになる

のを待っているインターネットドラフトは、

RFC Queueに入ってからある時点で番

号を割り当てられている（いつの時点でこ

発行直前の状態は「RFC Queue」で確認
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図1：RFC Queueの見方

RFC Editorのウェブページ。ここで、RFCになるのを待
っているインターネットドラフトの状態を確認できる。

「文書の状態」は、IESGに承認されてRFCとしての発行手続きを待っている状態（EDIT）、RFC EditorとIANAでの登
録調整中（IANA）、関連インターネットドラフト（REF）などがある。
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の番号が割り当てられるのかは、実は謎

なのだが……）。

したがって、RFC3588などの文書は、

番号が割り当てられているが、まだ発行に

は至っていない状況を示している。こうし

た仕組みを利用して一部のRFCにはある

程度RFC発行の順番を維持しながら作為

的に番号を割り振っているようである。た

とえば、電子メール関係のRFCである

「RFC821/822」は「RFC2821/2822」に置

き換えられているが、これらのRFCと前後

のRFCの発行日を見ると、このあたりに

作為が感じられるであろう。こうした番号

の割り振りは、RFCの番号を覚えやすく

するために行われているようである。つま

り、「RFC821/822」といった文書は長らく

電子メール関係の基本的なRFCとして知

られていたわけであるが、これを更新する

にあたって覚えやすい番号を割り当てた

ということだろうと推測される。

なお、このアナウンスメールには、RFC

本文を入手する方法なども書かれている

が、メール自体がマルチパート形式になっ

ており、発行されたRFC本文を入手する

作業を支援するようになっている。図に示

したメールに続くパートではFTPでの本文

入手、さらにメールでの本文入手を自動化

するパートが続いている。

最新のRFCをチェック

ともあれ、新しいRFCが出てきたらタイ

トルなどを眺めつつ、興味に応じてチェッ

クしていただきたい。現時点で最新（2003

年9月発行）のRFCについて概観してみよ

う。表1に紹介するRFCのリストを示す。

RFCにはさまざまな種類の文書があり、

日々新しいRFCが発行されている。興味

があるRFCが発行されたらできるだけ目を

通しておくようにする癖をつけておくとよい

であろう。また、まもなくRFCになる文書

は、最初に述べたとおりRFC Queueに

登録されている。こうしたなかから関連す

るインターネットドラフトを探して見ておく

のもよいであろう。

http://www.rfc-editor.org/queue.html

http://www.ietf.org/iesg/1rfc_index.txt
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表1：最新のRFC一覧

図2：RFC発行のアナウンスメールの例

ダイアルアップポートなどの利用者を認証するメカニズ
ムであるRADIUSを、無線LANなどでの利用者認証な
どに用いられる「Extensible Authentication Protocol」
（EAP‐RFC2284）に利用する方法を定義している。

RADIUSをイーサネットスイッチや無線LANなどのポー
ト認証のメカニズムである「IEEE802.1x」に用いるた
めの方法を定義している。

Mobile IPを利用する場合において、ビデオストリーム
や音声ストリーム通信など、その通信路上でQuality of
Services（QoS）を実現しなければならない場合が生じ
る。その際の要求事項についてまとめた文書である。

ITU-TがG.872として定義しているデータリンク
「Optical Transport Network」（OTN）のMIBの定義を
記した文書である

Synchronous OpticalNetwork/Synchronous Digital
Hierarchy（SONET/SDH）と呼ばれるデータリンクの
MIBの定義を記した文書である。

MIBに格納されている性能履歴データ（Performance
History Data）をテキスト形式で表現する方法について
記した文書である。MIBではデータはバイナリー形式で
格納されているが、これを人間に見やすく変換して表示
する形式を定義したものである。

To: IETF-Announce: ;
Subject: RFC 3593 on Textual Conventions for MIB Modules
Using Performance History Based on 15 Minute Intervals
Cc: rfc-editor@rfc-editor.org, atommib@research.telcordia.com
From: rfc-editor@rfc-editor.org
Mime-Version: 1.0
Content-Type: Multipart/Mixed; Boundary=NextPart
Date: Wed, 03 Sep 2003 16:31:51 -0700
Sender: owner-ietf-announce@ietf.org
Precedence: bulk

A new Request for Comments is now available in online RFC
libraries.

RFC 3593

Title:      Textual Conventions for MIB Modules Using
Performance History Based on 15 Minute Intervals

Author（s）:  K. Tesink, Ed.
Status:     Standards Track
Date:       September 2003
Mailbox:    kaj@research.telcordia.com
Pages:      10
Characters: 20363
Obsoletes:  2493

I-D Tag:    draft-ietf-atommib-rfc2493bis-01.txt

URL:        ftp://ftp.rfc-editor.org/in-notes/rfc3593.txt

This document defines a set of Textual Conventions for MIB
modules that make use of performance history data based on
15minute intervals.

This memo replaces RFC 2493.  Changes relative to RFC 2493
are summarized in the MIB module's REVISION clause.

This document is a product of the AToM MIB Working Group of
the IETF.

This is now a Draft Standard Protocol.

…

RFC 内容 補足

3579 RADIUS（Remote Authentication Dial In User Service）
Support For Extensible Authentication Protocol（EAP）. B. Aboba, 
P. Calhoun.September 2003.（Format: TXT=104469 bytes）
（Updates RFC2869）（Status:INFORMATIONAL）

3580 IEEE 802.1X Remote Authentication Dial In User 
Service（RADIUS）Usage Guidelines. P. Congdon, B. Aboba,  
A. Smith, G. Zorn, J. Roese.September 2003.
（Format: TXT=66136 bytes）（Status: INFORMATIONAL）

3583 Requirements of a Quality of Service（QoS） Solution for
Mobile IP. H. Chaskar, Ed.. September 2003.
（Format: TXT=22541 bytes）（Status: INFORMATIONAL）

3591 Definitions of Managed Objects for the Optical Interface
Type. H-K. Lam, M. Stewart, A. Huynh. September 2003.（Format:
TXT=310815bytes）（Status: PROPOSED STANDARD）

3592 Definitions of Managed Objects for the Synchronous Optical
Network/Synchronous Digital Hierarchy（SONET/SDH） Interface
Type. K. Tesink. September 2003.（Format:TXT=143588 bytes）
（Obsoletes RFC2558）（Status: DRAFT STANDARD）

3593 Textual Conventions for MIB Modules Using Performance
History Based on 15 Minute Intervals. K. Tesink, Ed.. September
2003.（Format: TXT=20363 bytes）
（Obsoletes RFC2493）（Status: DRAFT STANDARD）

RFC3579/3580のいずれもRADIUSを無線LANやイーサネ
ットスイッチのポートを利用するユーザーの認証に用いる仕
組みを提供しようとする試みである。

RFC3591/3592いずれも新しいデータリンクに対するMIB
を定義した文書である。インターネットではSimple Network
Management Protocol（SNMP‐RFC1175/RFC2578）を
用いて管理情報を収集するメカニズムを提供しているが、こ
こで管理している情報を格納する形式を定義しているのが
Management Information Base（MIB‐RFC3418）である。
MIBは、インターフェイスの種類やプロトコルごとに定義され
ており、新しいインターフェイスが登場したり、新たな機能が
インターフェイスに追加されたりすると定義されるようになっ
ている。
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